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検  索検  索木材合板 で

表紙：10月4日（土）、都立木場公園イベント広場で開催された「木と暮しのふれあい展」から。木工教室は毎年盛況のコーナー（参照　同頁上「秋のトピックス」）

10月4日（土）・5日（日）、都立木場公園を会場に、今年も恒例の「木と暮しのふれあい
展」が開催されました。より多くの方々、とりわけ次代を担う子どもたちに、木とふれあ
い、木の良さを知ってもらおうと、都内18の木材に関連する団体・機関が開催してきた同
展も、今年で34回目。
あいにく曇りがちのお天気でしたが、28のテント、33の出展ブースは、たくさんの家族

連れのお客様で賑わいました。親も子も一緒に作る木工教室や、「森の学校」は相変わらず
の盛況ぶり。今年は特に、カンナ屑プールに子どもたちの人気が集まりました。

◉ 特集　『接着剤を知る』入門編

接着剤とは何か？
～木質材料になくてならない要～

◉ 第６回「木と合板」写真コンテスト　入賞作品のご紹介

◉ 新木場漫歩

国内外の総合林産業の未来を射程する
─森の資源を社会に環流するグローバル企業
王子木材緑化株式会社　東京支店

◉ 秋のトピックス
第34回木と暮しのふれあい展
木の香りにひかれる秋の日　親子連れで賑わう木場公園

カンナ屑プールは、この日一番の子どもたちに人気の場所

うーん、うまく飛ばないよ

森の学校

毎年盛況の木工教室

これって、難しい

木場の木遣りの実演

族族族族族族族族族族
ずずずずずずずずずずず

木工教室
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下
さ
っ
た
の
は
、
技
術
本
部
長
の
藤
井
一
郎
取
締
役
と
、

中
央
研
究
所
の
林
誠
二
郎
所
長
の
お
二
人
で
す
。

　

住
宅
は
、
接
着
剤
の
百
貨
店　

│
ボ
ン
ド
や
セ
メ
ダ
イ
ン
、糊
と
い
っ
た
接
着
剤
な
ら
す
ぐ
想
像
で
き
る

の
で
す
が
、工
業
的
に
用
い
ら
れ
る
接
着
剤
と
い
う
と
、私
た
ち
に
は
ど
う
し

て
も
な
じ
み
が
薄
い
の
で
す
が
…
…
。

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
子
ど
も
の
頃
に
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
や
木
工
細
工
、
プ
ラ
モ
デ
ル
作
製
な
ど
に
使
っ
た
記

憶
は
誰
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
人
に
な
る
と
、
仕

事
と
し
て
接
着
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
以
外
は
、
接
着
剤

に
触
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

現
実
に
は
日
常
生
活
の
な
か
で
も
、
か
な
り
の
部
分
に
接

着
剤
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
、
航
空
機
か
ら
身
近

な
家
具
ま
で
、
ど
れ
も
接
着
剤
な
し
に
は
完
成
し
な
い
製

品
で
あ
り
商
品
で
す
。
見
落
と
し
が
ち
な
の
は
、
私
た
ち

が
住
ん
で
い
る
住
宅
そ
の
も
の
で
す
。
戸
建
て
で
も
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
集
合
住
宅
で
も
、
目
に
は
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
さ
ま
ざ
ま
な
接
着
剤
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、住
宅
に
使
わ
れ
て
い
る
構
造
用
合
板
や
集
成
材
、

複
合
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
木
質
材
料
は
全
て
接
着
剤
製

品
で
す
。
さ
ら
に
、
住
宅
を
建
て
る
過
程
で
も
、
屋
根
工

事
や
内
外
の
壁
工
事
、
床
工
事
な
ど
の
現
場
施
工
時
に
接

着
剤
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
し
ず
め
、
住
宅
は
接
着
剤

の
百
貨
店
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。（
図
１
）図
で
は
、

部
材
製
造
と
、
施
工
段
階
と
を
色
分
け
し
て
み
ま
し
た
。

住
宅
1
件
あ
た
り
に
使
用
す
る
接
着
剤
の
総
量
の
目
安

を
、
戸
建
て
の
場
合
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
に
分
け
て
表

に
し
て
み
ま
し
た
。（
表
１
）

　

な
ぜ
、
も
の
ど
う
し
が
く
っ
つ
く
の
？　

接
着
（
剤
）
の
定
義
と
原
理

│
接
着
と
接
着
剤
の
基
本
に
つ
い
て
、分
か
り
安
く
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す
か
？

い
い
質
問
で
す
ね
。
で
も
こ
れ
が
一
番
難
し
い
質
問

（
笑
）。
ま
ず
、
モ
ノ
ど
う
し
が
く
っ
つ
く
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
？　
Ｊ
I
Ｓ
で
は
【
接
着
】
を
「
同
種
又
は
異
種

の
固
体
の
面
と
面
を
は
り
合
わ
せ
て
一
体
化
し
た
状
態
。

接
着
方
法
と
し
て
は
一
般
に
接
着
剤
が
使
用
さ
れ
、
接
着

剤
に
は
溶
剤
系
、
水
分
散
系
、
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
系
、
反
応

系
な
ど
が
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
接
合
に
は
ボ
ル

ト
や
ホ
ッ
チ
キ
ス
の
よ
う
な
物
理
的
な
も
の
も
有
り
ま
す

が
、
接
着
は
具
体
的
に
接
着
剤
を
使
用
し
て
、
二
つ
の
面

が
科
学
的
な
あ
る
い
は
物
理
的
な
力
、
あ
る
い
は
そ
の
両

者
に
よ
っ
て
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
【
接
着

剤
】
と
は
二
つ
以
上
の
材
料
（
被
着
材
と
呼
ぶ
）
が
一
体

化
す
る
も
の
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

で
は
、
な
ぜ
く
っ
つ
く
の
か
？　

こ
の
疑
問
は
、
現
代

に
至
っ
て
も
な
お
１
０
０
％
解
明
さ
れ
た
と
は
言
い
切
れ

な
い
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
す
。
モ
ノ
ど
う
し
を
く
っ
つ

け
る
要
因
と
な
る
力
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一

つ
は
【
機
械
的
な
力
】
で
、
投
錨
（
ア
ン
カ
ー
）
効
果
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
も
の
ど
う
し
を
接
合
す
る
の
に
釘
や

ネ
ジ
を
使
う
の
と
同
様
の
力
で
す
。
木
材
表
面
は
見
た
目

は
平
滑
で
も
顕
微
鏡
で
見
る
と
微
細
な
凹
凸
や
孔
が
あ
り

ま
す
。
木
材
の
気
孔
に
接
着
剤
が
入
り
込
ん
で
キ
ノ
コ
状

の
形
を
な
し
て
固
ま
っ
て
い
る
様
子
が
顕
微
鏡
で
確
か
め

　

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
、
接
着
剤
と
人
類
の
歴
史　

「
あ
な
た
は
ゴ
フ
ェ
ル
の
木
の
箱
舟
を
造
り
な
さ
い
。

箱
舟
に
は
小
部
屋
を
幾
つ
も
造
り
、
内
側
に
も
外
側
に
も

タ
ー
ル
を
塗
り
な
さ
い
。
次
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
造
り

な
さ
い
。
箱
舟
の
長
さ
を
三
百
ア
ン
マ
、
幅
を
五
十
ア
ン

マ
、
高
さ
を
三
十
ア
ン
マ
に
し
、
箱
舟
に
明
か
り
取
り
を

造
り
、
上
か
ら
一
ア
ン
マ
に
し
て
、
そ
れ
を
仕
上
げ
な
さ

い
。」（
旧
約
聖
書　

創
世
記
第
６
章
14
〜
15
節　

新
共
同

訳　

１
９
８
７
年
版
）

神
エ
ホ
バ
が
、
ノ
ア
に
建
造
を
命
じ
た
箱
舟
の
作
り
方

で
す
。
こ
こ
に
言
う
「
ゴ
フ
ェ
ル
の
木
」
が
ど
の
樹
種
を

指
す
か
は
、
イ
ト
ス
ギ
（
ヒ
ノ
キ
科
）
や
レ
バ
ノ
ン
ス
ギ

（
マ
ツ
科
）
な
ど
諸
説
あ
り
、日
本
の
文
語
訳
で
は
「
松
木
」

が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ア
ン
マ
」は
古
代
の
度
量
衡
で
、

手
の
中
指
か
ら
肘
ま
で
の
長
さ
約
45
セ
ン
チ
、
ラ
テ
ン
語

聖
書
で
は
キ
ュ
ビ
ト
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て「
タ
ー
ル
」は
天
然
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
こ
と
で
、
自

然
の
油
井
か
ら
し
み
出
た
原
油
が
酸
化
し
た
も
の
で
瀝れ

き

青せ
い

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
箱
舟
の
内
外
に
塗
る
の
は
、
躯
体
補

強
と
漏
水
を
防
ぐ
た
め
。天
然
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
、古
代
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
日
干
し
煉
瓦
（
や
焼
成
煉
瓦
）
を
積
み
上

げ
る
接
着
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
遺
跡
か
ら
判
明

し
て
い
ま
す
。
ノ
ア
の
箱
舟
を
１
５
０
日
に
わ
た
っ
て
浮

か
べ
た
洪
水
と
、よ
く
似
た
大
洪
水
伝
説
は
最
古
の
文
書
、

シ
ュ
メ
ー
ル
王
朝
の
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
に
も
記
述
が

あ
り
、
叙
事
詩
は
紀
元
前
３
０
０
０
年
頃
の
物
語
で
す
。

同
じ
く
紀
元
前
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
棺
や
家
具
、

パ
ピ
ル
ス
の
接
着
に
ニ
カ
ワ
（
膠
）
が
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
発
掘
さ
れ
た
遺
物
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。
エ
ジ

プ
ト
で
つ
く
ら
れ
た
合
板
の
元
祖
と
い
う
べ
き
薄
板
合
わ

せ
の
接
着
剤
も
ニ
カ
ワ
で
す
。

こ
れ
に
ウ
ル
シ
や
デ
ン
プ
ン
の
活
用
な
ど
も
加
わ
り
、

接
着
剤
は
有
史
以
前
か
ら
人
類
の
暮
ら
し
を
支
え
る
技
術

と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
わ
が
国

の
縄
文
遺
跡
か
ら
も
、
天
然
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
蓄
え
た
土

器
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
付
着
し
た
鏃や

じ
りや

銛も
り

も
出
土
し
て

い
ま
す（
平
成
10
年
８
月
、秋
田
県
田
沢
湖
町
潟か

た
さ
き先
遺
跡
）。

＊　

＊　

＊

㈱
オ
ー
シ
カ
本
社
は
板
橋
区
舟
渡
に
あ
り
、
本
社
に
隣

接
し
て
中
央
研
究
所
が
あ
り
ま
す
。
玄
関
外
装
が
木
質
の

構
造
物
で
か
た
ど
ら
れ
た
印
象
的
な
建
物
で
す
。
迎
え
て

木造の外装が印象的なオーシカ中央研究所の玄関正面

平成元年竣工のオーシカ中央研究所の玄関ロビー。カウン
ターの積層面のあらわしなど木造内装の演出は、築26年目
の今も斬新です

（左）終始笑顔の藤井一郎取締役技術本部長。（右）林誠二郎中
央研究所所長、一徹な技術畑の人という印象の林所長

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

被着材

被着材

接着剤

被着材

被着材

接着剤

被着材 化学結合

被着材

接着剤

←

化学結合

←

【機械的結合】
機械的結合とはアンカー効果とも言わ
れ、材料表面の孔や谷間に液状接着剤
が入り込み固まることで接着が成り立つ
という考え方です。

【物理的結合】
物理的結合とは分子間（引）力といわれ
るもので、あらゆる分子の間の引き合う
力（ファン・デル・ワールス力）をいい、二
次結合力ともいって接着剤の基本的な
原理とされています。

【化学的結合】
化学的結合とは、一次結合力といって最
も強い接着力が期待される共有結合や
水素結合をいいます。

構造用 下地材 断熱材 造作 現場施行 合　計内　容 集成材 合板 グラスウール 階段／天井／床材等 壁仕上／床仕上等
戸　建 84.8kg 382.0kg 3.6kg 239.4kg 81.5kg 791.3kg

マンション ─ ─ ─ 120.8kg 77.7kg 198.5kg

特
集

『
接
着
剤
を
知
る
』　

入
門
編

図３　接着のメカニズム

（接着剤を使用して）二つの面が
化学的なあるいは物理的な力、
あるいはその両者によって一体
化された状態。

接着剤とは、二つ以上の材料を一体化するもの

図２　接着の定義（ISOの接着用語説明引用）

表１　接着剤の総使用量（一戸建とマンションの比較）

と
は
何
か
？

〜
木
質
材
料
に
な
く
て
な
ら
な
い
要
〜

　木材・合板博物館には「接着剤コーナー」があります。木材に関わる各接着
剤メーカーのご協力を得てつくられたコーナーです（９頁参照）。
　接着剤は、合板をはじめとする工業製品の木質材料全ての製造過程で使わ
れ、欠かせない役割を担います。接着剤なしに木質材料は製造できません。
　では、そもそも接着剤とは何でしょう？　私たちの暮らしをとりまく数え
切れないほどさまざまなものに、いくつもの種類の接着剤が使われていま
す。接着剤は文明の発生とともに登場し、進歩を遂げてきました。古くて新し
い、歴史の長いツールです。
　今号特集は、接着剤のABCをご紹介します。教えを請いに訪ねたのは、株
式会社オーシカ中央研究所。同社は接着剤コーナーの展示制作にご協力いた
だいたメーカーの一つです。
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ら
れ
ま
す
。

二
つ
目
は
【
物
理
的
な
力
】
で
、
分
子
間
力
（
分
子
と

分
子
の
間
に
は
た
ら
く
力
）
と
い
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
子

の
間
で
引
き
合
う
最
も
普
遍
的
な
力
で
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

ワ
ー
ル
ス
力
と
呼
ば
れ
る
力
で
す
。

三
つ
目
の
【
化
学
的
な
力
】
は
、
一
次
結
合
力
と
も
呼

ば
れ
る
「
化
学
的
共
有
結
合
」（
原
子
ど
う
し
が
互
い
の

電
子
を
共
有
す
る
こ
と
で
生
じ
る
結
合
）
や
、「
水
素
結

合
」（
二
つ
の
原
子
間
で
水
素
原
子
が
仲
立
ち
と
な
る
結

合
）
で
、
最
も
強
い
接
着
力
を
発
揮
し
ま
す
。（
図
３
）

実
際
の
接
着
で
は
、
こ
れ
ら
複
数
の
要
因
が
互
い
に
は

た
ら
き
あ
っ
て
、
接
着
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

接
着
剤
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
か
？　

【
成
分
に
よ
る
分
類
】

接
着
剤
の
分
類
に
は
、「
成
分
」、「
形
状
」、「
固
化
様
式
」、

「
接
着
性
能
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
類
の
仕
方
が
あ
り
、「
成

分
」
に
よ
っ
て
分
類
す
る
方
法
が
一
般
的
で
す
。（
図
４
」）

セ
メ
ン
ト
や
漆
喰
な
ど
無
機
系
接
着
剤
と
、
酢
酸
ビ
ニ

ル
樹
脂
系
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
、
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
系
、
ユ

リ
ア
樹
脂
・
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
系
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
系
、

ゴ
ム
系
の
代
表
さ
れ
る
現
在
主
流
の
有
機
系
接
着
剤
と
い

う
分
け
方
が
あ
り
ま
す
。
有
機
系
接
着
剤
は
天
然
系
と
合

成
系
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
接
着
剤

は
ほ
ぼ
合
成
樹
脂
系
で
す
。
こ
れ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
高

分
子
材
料
が
接
着
剤
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
て
、
高
分
子

の
性
質
に
よ
っ
て
熱
可
塑
性
樹
脂
系
、
熱
硬
化
性
樹
脂
系
、

エ
ラ
ス
ト
マ
ー
系
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

熱
可
塑
性
樹
脂
は
加
熱
で
溶
け
て
流
れ
る
タ
イ
プ
の
高

分
子
で
、
分
子
レ
ベ
ル
で
み
る
と
長
い
鎖
状
の
分
子
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
て
、溶
剤
に
も
溶
け
ま
す
。買
い
物
袋
の
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
材
料
も
こ
の
仲
間
で
す
。

熱
硬
化
性
樹
脂
は
、
少
し
だ
け
樹
脂
化
し
た
原
料
を
加

熱
し
て
固
め
る
も
の
で
、
い
っ
た
ん
固
ま
る
と
加
熱
変
形

し
づ
ら
く
ま
た
溶
剤
に
漬
け
て
も
溶
け
づ
ら
い
も
の
に
な

り
ま
す
。
溶
け
な
い
の
は
分
子
が
網
の
目
状
に
つ
な
が
っ

て
い
る
た
め
で
す
。

エ
ラ
ス
ト
マ
ー
は
か
つ
て
ゴ
ム
と
呼
ん
で
い
た
も
の
で

図１　住宅は接着剤の百貨店

特集 『接着剤を知る』　入門編

◎屋根部分
下地材：合板などを使用。製造にメラミン
樹脂系接着剤、フェノール樹脂系接着剤を
使用。
屋根瓦：屋根瓦の固定の止水兼耐風の為
にシリコーン樹脂系接着剤を使用。

◎外壁
外壁材：サイディングのコーナー材製造
にウレタン樹脂系接着剤を使用。
外壁タイル：外装タイル接着に変成シリ
コーン樹脂系接着剤を使用。

◎柱
集成材：柱・梁・土台製造にレゾルシノー
ル樹脂系接着剤、水性高分子-イソシア
ネート系接着剤を使用。
ＬＶＬ：柱・梁製造にフェノール樹脂系
接着剤を使用。

◎枠組壁工法住宅
構造用パネル：構造用合板やPB、MDF、OSBを使用。
部材製造にフェノール樹脂系接着剤、メラミン樹脂
系接着剤を使用。

◎基礎
基礎への断熱材施工にウレタン樹脂系、変成
シリコーン樹脂系接着剤を使用。

◎床
①床根太へ下地材の施工：ウレタン樹脂系、アク
リル樹脂系、変成シリコーン樹脂系接着剤を使用。
②床仕上げ（固定と床鳴り防止のため）
仕上げ材の施工：ウレタン樹脂系、変成シリコー
ン樹脂系接着剤、エポキシ樹脂系接着剤を使用。

◎二重床（置床）◎二重床（置床）
二重床の施工：ウレタン樹脂系接着
剤を使用。
二重床の施工：ウレタン樹脂系接着
剤を使用。

◎内装壁
クロス施工：でんぷん系接着剤を使用。
タイル施工：エポキシ樹脂系、変成シリコーン
樹脂系接着剤を使用。
メラミン化粧板の施工：変成シリコーン樹脂系
接着剤を使用。

階段部材、内装建材の製造に各種接着剤を使用（床
材、壁材、階段部材、框などの内装部材製造における
積層接着、シート接着、突板接着など）。
ユニットバスやキッチンユニットの製造にも使用。

階段部材、内装建材の製造に各種接着剤を使用（床
材、壁材、階段部材、框などの内装部材製造における
積層接着、シート接着、突板接着など）。
ユニットバスやキッチンユニットの製造にも使用。

鋼製・樹脂製の床束固定：ウレタン樹脂系接
着剤、変成シリコーン樹脂系接着剤を使用。
鋼製・樹脂製の床束固定：ウレタン樹脂系接
着剤、変成シリコーン樹脂系接着剤を使用。

◎床束の施工◎床束の施工

材料製造に使われる接着剤
現場で使われる接着剤 ◎その他◎その他

複合フローリング、単層フローリング
クッションフロア、塩ビタイル
床タイル：エポキシ樹脂系、ウレタン
樹脂系接着剤を使用。

仕上げ材｛
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な
り
ま
す
。

木
質
材
料
、
無
機
板
、
金
属
板
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー

ト
な
ど
被
着
材
は
多
種
多
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
（
物

理
的
性
質
、
化
学
的
性
質
、
表
面
状
態
、
形
）
も
そ
れ
ぞ

れ
に
異
な
り
ま
す
（
図
13
）。
こ
れ
ら
被
着
材
の
因
子
に

考
慮
し
て
接
着
剤
を
選
び
、
工
程
を
管
理
し
ま
す
。

同
じ
被
着
材
で
も
、求
め
ら
れ
る
要
求
性
能
が
何
か
で
、

接
着
剤
の
選
択
は
変
わ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
木
質
材
料
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
木
材
ど
う
し
の
接
着
剤
は
エ
ポ

キ
シ
、
ウ
レ
タ
ン
、
メ
ラ
ミ
ン
、
ユ
リ
ア
、
フ
ェ
ノ
ー
ル

…
…
と
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
家
具
、
木
工
用
で
水

に
浸
か
る
こ
と
を
考
え
な
く
て
い
い
と
な
れ
ば
、
木
工
用

に
使
用
さ
れ
て
い
る
酢
酸
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
で
も
よ
く
、
値

段
も
手
ご
ろ
で
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、集
成
材
や
合
板
な
ど
構
造
用
の
部
材
と
な
れ
ば
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
強
度
を
保
証
す
る
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
、
レ

ゾ
ル
シ
ノ
ー
ル
や
水
性
高
分
子
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
系
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

木
材
の
接
着
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と　

樹
種
、
比
重
、
異
方
性

最
初
の
工
程
は
①
材
料
の
準
備
で
す
。
木
質
材
料
の
場

合
は
、
ま
ず
樹
種
に
よ
っ
て
性
質
が
異
な
り
ま
す
。
樹
種

に
よ
る
大
き
な
違
い
の
一
つ
は
比
重
で
す
。
木
材
に
は
密

度
が
コ
ン
マ
以
下
の
バ
ル
サ
材（
≒
０
・
15
g
／
㎤
）か

ら
、世
界
で
最
も
重
い
と
言
わ
れ
る
リ
グ
ナ
ム
バ
イ
タ（
≒

１
・
3
7
g
／
㎤
）
ま
で
あ
り
ま
す
。
木
材
の
基
本
構
成

は
い
ず
れ
も
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
、
リ
グ
ニ

ン
と
そ
の
他
抽
出
成
分
で
す
。
極
端
に
言
う
と
内
部
が
ス

カ
ス
カ
か
緻
密
か
と
い
う
違
い
で
す
。
バ
ル
サ
ど
う
し
の

接
着
で
は
完
璧
だ
っ
た
接
着
剤
が
、
リ
グ
ナ
ム
バ
イ
タ
で

は
ど
う
か
、
と
い
う
と
こ
れ
が
く
っ
つ
き
ま
せ
ん
。
木
材

は
そ
の
方
向
に
よ
り
、
動
き
の
大
き
さ
が
異
な
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
収
縮
率
も
異
な
り
ま
す
。
収
縮
率
は
木
材
の
密

度
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
接
着
層
の
応
力
に
も
大
き
な
開

き
を
生
じ
ま
す
。
な
の
で
、
密
度
の
高
い
木
材
と
低
い
木

材
と
で
は
剥
が
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
「
接

着
剤
屋
」
泣
か
せ
な
の
は
、
同
じ
樹
種
ど
う
し
で
も
、
例

え
ば
ナ
ラ
材
の
場
合
だ
と
密
度
は
コ
ン
マ
５
か
ら
９
ぐ
ら

い
ま
で
幅
が
あ
り
、
同
じ
樹
種
で
も
性
質
が
大
き
く
異
な

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
、
木
目
の
違
い
、
抽
出
成
分
の
違

い
も
考
慮
の
対
象
で
す
。

　

水
分
が
多
い
と
は
が
れ
や
す
い　

木
材
の
場
合
、
大
切
な
被
着
材
因
子
は
水
分
の
調
整
で

工
業
用
材
と
し
て
の
総
称
で
す
。
弾
性
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

【
固
化
様
式
に
よ
る
分
類
】

接
着
剤
は
被
着
体
に
塗
る
際
に
は
液
体
で
す
。
こ
れ
が

接
着
す
る
に
は
、
①
液
状
の
接
着
剤
に
材
料
が
濡
れ
る
こ

と
、
②
こ
れ
が
固
ま
る
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
条
件
が
必

要
に
な
り
ま
す
。（
図
５
）

こ
こ
で
は
「
固
化
様
式
」
に
よ
っ
て
、
も
う
少
し
詳
し

く
分
類
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
接
着
剤
は
概
ね
、
接
着
剤
樹

脂
（
主
成
分
）、
水
等
の
溶
剤
、
粘
着
付
与
剤
、
可
塑
剤
、

硬
化
剤
・
架
教
剤
、
希
釈
剤
、
充
填
剤
、
増
粘
剤
、
顔
料
、

そ
の
他
の
添
加
剤
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。（
図
６
）

こ
れ
ら
の
変
化
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
固
化
様
式
に
違
い
が

生
じ
ま
す
。
固
化
様
式
に
は
【
溶
媒
揮
散
形
】、【
熱
溶
融

形
】、【
化
学
反
応
形
】
が
あ
り
、こ
の
複
合
形
と
な
る
【
そ

の
他
】
と
が
あ
り
ま
す
。（
図
７
）

【
溶
媒
揮
散
形
】
は
、
こ
の
図
は
酢
酸
ビ
ニ
ル
系
エ
マ

ル
ジ
ョ
ン
の
場
合
で
す
が
、
被
着
材
の
間
に
塗
布
さ
れ
た

接
着
剤
が
、
被
着
材
に
吸
収
さ
れ
る
と
と
も
に
水
な
ど
の

溶
媒
が
蒸
発
し
固
化
す
る
ま
で
に
圧
縮
す
る
も
の
で
す
。

取
扱
い
が
容
易
な
反
面
、
耐
水
性
耐
熱
性
が
低
い
と
い
う

短
所
も
あ
り
ま
す
。（
図
８
）

【
熱
溶
融
形
（
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
）】
は
、
常
温
で
は
固
体

の
接
着
剤
を
加
熱
し
て
溶
か
し
、
塗
布
し
た
後
、
こ
れ
を

冷
却
し
て
固
化
す
る
も
の
で
す
。
無
溶
剤
で
、
且
つ
短
時

間
で
接
着
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
熱
で
溶
か
し
た

接
着
剤
（
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
）
を
抽
送
す
る
ポ
ン
プ
や
、
塗

布
す
る
機
器
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー
タ
ー
を
必
要
と
し
、
耐

熱
性
が
低
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
り
ま
す
。（
図
９
）

【
化
学
反
応
形
（
２
液
硬
化
形
）】
は
、
主
剤
と
硬
化
剤

を
混
合
し
て
反
応
さ
せ
、被
着
材
に
塗
布
す
る
も
の
で
す
。

図
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
の
場
合
で
す
。
硬
化
時
の
膨
張
や
収

縮
が
少
な
く
、
用
途
の
幅
が
広
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
２

液
配
合
が
必
要
な
こ
と
、
発
熱
と
可
使
時
間
と
に
注
意
を

要
し
ま
す
。（
図
10
）

　

進
む
脱
ホ
ル
マ
リ
ン
化　

同
じ
く
【
化
学
反
応
形
】
に
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
系
樹

脂
が
あ
り
、
こ
れ
は
熱
を
か
け
る
こ
と
で
硬
化
が
促
進
さ

れ
る
も
の
で
す
。
加
熱
圧
締
に
よ
り
溶
媒
で
あ
る
水
が
揮

散
し
、
反
応
硬
化
し
ま
す
。
耐
熱
性
に
優
れ
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
が
、ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
含
有
し
ま
す
。

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、人
体
の
粘
膜
を
刺
激
し
、濃
度
に

よ
っ
て
毒
性
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
症
状
の
う
ち
の
、
一
つ
の

原
因
が
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
合
板
業
界
で
は
早
く
か
ら
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
今
で

は
合
板
の
脱
ホ
ル
マ
リ
ン
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。（
図
11
）

【
そ
の
他
】
の
一
つ
は
【
溶
媒
揮
散
形
＋
化
学
反
応
形
】

の
複
合
形
で
、
水
性
高
分
子
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
系
（
２
液

形
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
水
が
揮
散
さ
れ
て
皮

膜
を
形
成
し
な
が
ら
、
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
基
の
働
き
に
よ

っ
て
樹
脂
ど
う
し
が
架
け
橋
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
働
き
を
も
つ
薬
剤
を
架
橋
剤
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
基
は
主
剤
の
活
性
水
素
と
架
橋

す
る
反
応
を
お
こ
し
ま
す
。
脱
ホ
ル
マ
リ
ン
系
の
接
着
剤

と
し
て
、
今
最
も
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】
の
も
う
一
つ
は
【
熱
溶
融
形
＋
化
学
反
応

形
】
の
複
合
形
で
、
反
応
型
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
（
湿
気
硬
化

形
）
と
呼
ば
れ
、
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
と
同
様
に
い
っ
た
ん
熱

で
溶
か
し
て
冷
却
固
化
し
て
後
、
材
料
や
空
気
中
の
湿
気

に
よ
っ
て
反
応
が
進
行
し
、
樹
脂
ど
う
し
が
架
け
橋
さ
れ

る
も
の
で
す
。
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
の
欠
点
で
あ
る
耐
熱
性
の

低
さ
を
カ
バ
ー
し
た
改
善
型
で
す
。（
図
12
）

　

木
材
を
接
着
す
る
工
程　

被
着
材
、要
求
性
能
、製
造
ラ
イ
ン
の
要
求
条
件
の
３
つ
が

次
に
接
着
操
作
・
工
程
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
工
程
管
理
に
は
、
ま
ず　

Ⅰ
被
着
材
は
何
か
？　

Ⅱ

要
求
さ
れ
る
性
能
は
何
か
？　

そ
し
て　

Ⅲ
お
客
様
の
製

造
ラ
イ
ン
が
要
求
す
る
条
件
、
の
３
つ
の
要
件
が
基
準
に

図10　化学反応形（２液硬化形）

図７　固化様式による分類

図９　熱溶融形（ホットメルト）

図８　溶媒揮散形

図11　化学反応形（ホルムアルデヒド系樹脂）

接
着
剤

有
機
系
接
着
剤

無
機
系
接
着
剤

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

ケ
イ
酸
ソ
ー
ダ

セ
メ
ン
ト

合
成
系

天
然
系

エ
ラ
ス
ト
マ
ー（
弾
性
体
）系

熱
硬
化
性
樹
脂
系

熱
可
塑
性
樹
脂
系

デンプン系
タンパク質系
樹脂系
歴青系

酢酸ビニル樹脂系

ポリビニルアセタール系

エチレン酢酸ビニル樹脂系（EVA）

塩化ビニル樹脂系

アクリル樹脂系

ポリアミド系

セルロース系
α-オレフィン系

水性高分子イソシアネート系

ユリア樹脂系

メラミン樹脂系

フェノール樹脂系

レゾルシノール樹脂系
エポキシ樹脂系

構造用アクリル樹脂系

ポリエステル系

ポリウレタン系

ポリアロマティック系

クロロプレンゴム系

ニトリルゴム系

スチレンブタジエンゴム系（SBR）

ポリサルファイド系

ブチルゴム系

シリコーンゴム系

アクリルゴム系

変成シリコーンゴム系

ウレタンゴム系

シリル化ウレタン樹脂系

テレケリックポリアクリレート系

接着剤の種類は非常に多く、大別する
と無機系と有機系に分けられます。ま
た、有機系の中でも天然系と合成系
に区別できます。今日の接着剤は有
機系の合成接着剤を意味する場合が
多く、その分類方法も多様です。

二次加工に使用される接着剤

主に建築現場で使用される接着剤
二次加工・建築現場で使用される接着剤

図４　成分・性状による接着剤の種類と分類

-

図12　その他

図13　材料の性質

特集 『接着剤を知る』　入門編

つるつるに見える表面も分子のレ
ベルではでこぼこだらけ

接着剤は被着材の表面をぬらして
拡がった後、平らな面を作り、 間
をうめていく
➡液体なら拡がりやすい！

液体から固体に変化するとき
接着力が生まれるのです。

図５　接着する条件

( ) 

図６　接着剤の構成
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す
。基
本
的
に
水
分
が
多
い
と
剥
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

日
本
の
場
合
、平
衡
含
水
率
は
10
〜
15
％
く
ら
い
な
の
で
、

こ
こ
に
含
水
率
20
％
の
最
終
製
品
を
出
荷
し
た
ら
、
製
品

は
水
分
を
放
出
し
て
結
果
と
し
て
反
り
や
剥
が
れ
、
寸
法

に
狂
い
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
工
程
が
含
水
率
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
て
、
接

着
後
の
最
終
製
品
の
含
水
率
を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
被

着
材
の
含
水
率
を
調
整
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
吸
水
性
の
あ
る
、
な
し
も
重
要
な
因
子
で
す
。

水
揮
散
形
接
着
剤
を
使
う
場
合
、
吸
水
性
の
あ
る
材
料
だ

と
接
着
後
に
溶
剤
（
水
）
膨
張
性
の
違
い
が
加
わ
り
、
反

り
や
剥
が
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。（
図
14
）

　

で
き
る
だ
け
ツ
ル
ツ
ル
の
表
面
に　

次
は
表
面
状
態
の
調
整
。
接
着
断
面
は
出
来
る
だ
け
平

滑
に
な
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。
調
整
不
足
で
、
接
着
面
に

隙
間
が
あ
る
と
密
着
不
良
に
な
っ
た
り
、
接
着
面
ど
う
し

の
間
に
異
物
が
あ
る
と
接
着
を
阻
害
し
た
り
、
濡
れ
性
不

足
と
な
り
ま
す
。（
図
15
、
16
）
被
着
材
表
面
が
接
着
剤

で
完
全
に
濡
れ
る
か
濡
れ
な
い
か
、
濡
れ
性
が
良
け
れ
ば

良
い
ほ
ど
接
着
性
も
向
上
し
ま
す
。
表
面
処
理
効
果
は
長

続
き
し
な
い
の
で
、
処
理
後
な
る
べ
く
速
や
か
に
接
着
剤

を
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

配
合
し
て
塗
る　

時
間
が
勝
負
の
接
着
工
程

次
の
工
程
は
②
接
着
剤
の
配
合
で
す
。
木
質
材
料
の
接

着
で
は
、
１
液
の
接
着
剤
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
主
剤

に
、
硬
化
剤
、
架
橋
剤
、
増
量
剤
を
規
定
ど
お
り
正
確
に

配
合
し
、
か
つ
均
一
に
混
合
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。（
図
17
）配
合
を
す
る
と
直
ち
に
反
応
が
始
ま
り
ま
す
。

注
意
が
必
要
な
の
は
、
配
合
後
の
可
使
時
間
で
す
。
接
着

後
の
強
度
試
験
で
、
可
使
時
間
内
の
使
用
で
は
煮
沸
し
て

も
剥
が
れ
ま
せ
ん
が
、可
使
時
間
を
過
ぎ
て
使
用
す
る
と
、

中
で
硬
化
剤
な
り
架
橋
剤
が
消
費
さ
れ
て
い
る
の
で
煮
沸

す
る
と
剥
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

次
の
工
程
が
③
塗
布
で
す
。
塗
布
量
は
適
正
量
を
均
一

に
塗
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
塗
布
量
が
少
な
か
っ
た
り
ム

ラ
が
あ
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
多
す
ぎ
て
も
駄
目

で
す
。
開
始
時
は
必
ず
塗
布
量
を
測
定
し
、
材
料
、
そ
の

後
の
堆
積
時
間
、
冷
圧
時
間
等
に
よ
っ
て
最
適
な
塗
布
量

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。
合
板

の
場
合
な
ら
、
単
板
な
ら
厚
み
は
何
ミ
リ
か
、
サ
イ
ズ
は

何
か
、
そ
れ
に
応
じ
て
塗
布
量
は
常
に
変
え
ま
す
。
同
じ

材
料
を
使
っ
て
も
単
板
の
厚
い
も
の
と
薄
い
も
の
と
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
す
。（
図
18
）

　

製
品
全
体
に
占
め
る
接
着
剤
コ
ス
ト
は
？　

次
に
④
堆
積
（
接
着
剤
塗
布
か
ら
圧
締
（
プ
レ
ス
）
ま

で
の
時
間
）、
⑤
圧
締
（
プ
レ
ス
）、
⑥
養
生
と
工
程
が
続

き
ま
す
が
、　

ざ
っ
と
、
こ
ん
な
工
程
が
木
質
材
料
に
か

か
わ
る
「
接
着
剤
屋
」
の
仕
事
で
す
。
こ
の
仕
事
で
怖
い

こ
と
は
、
接
着
不
良
品
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
一

つ
の
木
製
品
に
使
わ
れ
る
接
着
剤
の
量
な
り
価
格
な
り

は
、
製
品
の
全
体
に
比
べ
れ
ば
ほ
ん
の
僅
か
な
も
の
で
す

が
、
不
良
品
を
出
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
責
任
リ
ス
ク

は
不
良
原
因
に
よ
り
私
ど
も
接
着
剤
屋
に
か
か
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
昔
、
若
い
頃
の
経
験
で
す
が
、
紫
檀
、
黒
檀
な

ど
高
級
材
の
仏
壇
製
造
で
ち
ょ
っ
と
し
た
不
良
品
を
出
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
終
製
品
の
売
価
は
一
基
あ
た
り

数
十
万
か
ら
数
百
万
。だ
け
ど
接
着
剤
コ
ス
ト
は
数
百
円
。

つ
く
づ
く
因
果
な
商
売
だ
な
ぁ
と
（
笑
）。

　

接
着
剤
づ
く
り
の
難
し
さ　

製
造
ラ
イ
ン
が
要
求
す
る
接
着
剤
づ
く
り

│
製
造
ラ
イ
ン
と
接
着
剤
、ど
ち
ら
が
優
先
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
も
、
い
い
質
問
で
す
ね
（
笑
）。
で
も
、
基
本
的

に
製
造
ラ
イ
ン
が
出
来
て
後
に
、
お
客
様
の
方
か
ら
こ
れ

こ
れ
の
要
求
性
能
を
満
た
す
接
着
剤
を
求
め
ら
れ
る
と
い

う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
例
え
ば
接
着
剤
メ
ー
カ
ー

の
側
か
ら
可
使
時
間
が
こ
れ
だ
け
、
プ
レ
ス
タ
イ
ム
は
こ

れ
だ
け
な
の
で
、
こ
れ
に
見
合
っ
た
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
下

さ
い
と
希
望
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

お
客
様
側
に
は
採
算
コ
ス
ト
の
計
算
が
あ
り
ま
す
。
生
産

効
率
と
し
て
時
間
当
た
り
生
産
量
は
こ
れ
だ
け
、
日
産
、

月
産
量
は
こ
れ
だ
け
と
い
う
…
…
。
製
造
ラ
イ
ン
は
こ
れ

に
し
た
が
っ
て
設
計
さ
れ
、
私
ど
も
は
こ
の
条
件
に
そ
え

る
性
能
の
接
着
剤
を
設
計
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

工
程
管
理
の
難
題
、
堆
積
時
間　

難
題
な
の
は
、
堆
積
時
間
で
す
ね
。
水
性
高
分
子
イ
ソ

シ
ア
ネ
ー
ト
系
の
冷
圧
で
は
、
皮
膜
を
形
成
し
て
は
じ
め

て
接
着
剤
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
か
ら
、
塗
っ
た
接
着
剤

が
ど
れ
だ
け
早
く
皮
膜
を
形
成
す
る
か
が
時
間
の
勝
負
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
集
成
材
の
管
柱
の
標
準
サ
イ
ズ

１
０
５
ミ
リ
角
の
場
合
、
長
さ
３
m
、
厚
み
20
㎜
の
ラ
ミ

ナ
を
５
枚
重
ね
ま
す
。
工
場
で
は
１
枚
、
２
枚
と
塗
布
し

て
重
ね
て
い
く
。
こ
れ
を
出
来
る
だ
け
多
く
す
る
た
め
に

１
工
程
で
仮
に
10
本
生
産
す
る
と
し
て
、
塗
布
し
て
重
ね

る
こ
と
を
繰
り
返
す
う
ち
、
こ
の
工
程
が
10
分
と
す
れ
ば

最
初
の
１
本
目
は
塗
っ
て
か
ら
10
分
経
過
し
て
い
ま
す
。

最
後
の
も
の
は
塗
っ
て
か
ら
プ
レ
ス
に
入
る
ま
で
３
分
。

例
え
ば
接
着
剤
の
性
質
上
、
堆
積
時
間
が
７
分
以
内
と
し

た
場
合
、
こ
れ
で
は
最
初
の
１
本
は
乾
い
て
し
ま
っ
て
、

圧
縮
し
て
も
接
着
剤
が
材
料
に
濡
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。（
図
19
）
今
で
こ
そ
、
ラ
イ
ン
が
自
動
化
さ
れ
自

動
混
合
機
に
よ
る
量
産
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
調
整
は
難
題
で
す
。
お
客
様
に
は
よ
く
、
堆
積
時
間
よ

り
プ
レ
ス
時
間
が
短
い
接
着
剤
は
な
い
か
？　

と
聞
か
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
難
し
す
ぎ
ま
す
よ
と
（
笑
）。

　

接
着
剤
と
製
造
ラ
イ
ン
、
欠
か
せ
な
い
協
力
関
係　

い
わ
ば
、
そ
う
い
う
難
題
の
要
求
を
解
決
す
る
の
が
私

ど
も
の
開
発
で
も
あ
り
ま
す
。
接
着
剤
サ
イ
ド
で
出
き
る

限
り
の
こ
と
は
し
ま
す
が
、
接
着
剤
だ
け
で
解
決
で
き
る

問
題
だ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
含
水
率
を
も
う

少
し
落
と
し
て
も
ら
え
ま
す
か
、
と
か
、
ラ
ミ
ナ
の
隙
間

が
０
・
５
ミ
リ
異
な
る
と
５
枚
重
ね
で
２
・
５
ミ
リ
の
違
い

に
な
る
の
で
、
表
面
を
も
っ
と
平
滑
に
し
て
下
さ
い
、
と

か
。
こ
う
し
た
相
談
も
も
ち
ろ
ん
致
し
ま
す
。
互
い
の
協

力
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
世
界
で
す
。

　

夢
の
接
着
剤
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
１
０
０
％
天
然
系
へ　

│
接
着
剤
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、こ
れ
か
ら
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

環
境
問
題
で
す
ね
。
環
境
負
荷
を
可
能
な
限
り
少
な
く

で
き
る
接
着
剤
の
開
発
で
す
。
こ
れ
は
、
ど
こ
の
接
着
剤

メ
ー
カ
ー
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
課
題
で
す
。現
在
、

工
業
的
に
用
い
ら
れ
る
接
着
剤
の
ほ
ぼ
全
て
が
合
成
樹

脂
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
石
化
原
料
で
す
。
こ
れ
を
１
０
０

％
天
然
系
に
し
た
い
。
あ
る
程
度
は
出
来
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
コ
ス
ト
が
高
い
、
桁
が
違
い

す
ぎ
ま
す
。
そ
れ
に
い
か
に
挑
戦
す
る
か
。
だ
か
ら
、
夢

の
接
着
剤
は
す
ぐ
に
は
出
来
な
く
と
も
、
階
段
を
踏
ん
で

い
こ
う
と
…
…
１
０
０
％
の
合
成
系
な
ら
、
こ
れ
を
80
％

に
、
さ
ら
に
50
％
、
40
％
へ
、
息
の
長
い
課
題
に
な
り
そ

う
で
す
が
。

技
術
的
に
は
こ
れ
も
、
ど
こ
の
開
発
メ
ー
カ
ー
さ
ん
も

挑
ん
で
い
る
こ
と
で
す
が
、
き
れ
い
に
剥
が
せ
る
接
着
剤

と
い
う
の
も
目
標
課
題
で
す
。
現
段
階
で
は
、
剥
が
す
こ

と
は
で
き
て
も
被
着
材
表
面
に
ど
う
し
て
も
接
着
剤
が
残

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
解
決
で
き
た
ら
、
お
そ
ら
く
接
着

剤
の
理
想
形
で
し
ょ
う
。

接
着
剤
と
言
っ
て
も
、
私
ど
も
の
よ
う
な
工
業
的
に
用

い
ら
れ
る
接
着
剤
の
業
界
は
Ｂ 

to 

Ｃ
の
商
品
と
は
世
界

が
違
い
ま
す
。
出
来
る
限
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な

が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
く
省
力
化
で
き
る
製
品
を
め
ざ
し

ま
す
が
、「
接
着
剤
屋
」
だ
け
で
１
０
０
％
は
解
決
出
来

な
い
ジ
ャ
ン
ル
も
多
く
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
く
よ
り
安
い

製
品
づ
く
り
に
向
け
て
、
歩
み
寄
り
、
協
力
し
合
う
関
係

を
創
っ
て
い
き
た
い
、と
い
う
の
が
私
ど
も
の
願
い
で
す
。

＊　

＊　

＊

取
材
を
終
え
て
後
の
11
月
４
日
、第
２
回
「
合
板
の
日
」

記
念
式
典
が
、
新
木
場
タ
ワ
ー
ビ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
、
合
板
業
界
関
係
者
２
５
０
名
余
が
参

加
す
る
な
か
、
接
着
剤
業
界
全
体
を
代
表
す
る
か
た
ち
で

合
成
樹
脂
工
業
会
接
着
剤
部
会
に
林
野
庁
長
官
表
彰
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
木
質
材
料
製
造
へ
の
接
着
剤
業
界
の
貢

献
を
あ
ら
た
め
て
顕
彰
す
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

■アイカ工業株式会社（Aica Kogyo Company, Limited）
URL：http://www.aica.co.jp/
〒452-0917 愛知県清須市西堀江2288番地
創立：昭和11年／代表取締役社長　小野勇治

■株式会社オーシカ
〒174-0041 東京都板橋区舟渡1-4-21　TEL 03-5916-8851
URL：http://www.oshika.co.jp/index.html
設立：昭和18年／代表取締役社長　宮本博信

■コニシ株式会社 
〒541-0045 大阪市中央区道修町1-7-1
URL：http://www.bond.co.jp/
設立：大正14年／代表取締役社長　横田隆

■株式会社サンベーク
〒140-0002 東京都品川区東品川二丁目5番8号(天王洲パー
クサイドビル)
URL:http://www.sumibe.co.jp/sunbake/index.html
設立：平成12年／代表取締役社長　山口典男

■株式会社J-ケミカル（J-CHEMICAL,Inc）
〒104-0044 東京都中央区明石町８番１号 聖路加タワー 17Ｆ
http://www.j-chemical.co.jp/
設立：大正11年／代表取締役　近藤邦彦

■DIC株式会社（DIC　Corpration）　
（旧社名：大日本インキ化学工業株式会社）
〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町2-101 ワテラスタワー
URL：http://www.dic-global.com/ja/
設立：昭和12年／代表取締役　中西義之

■日本化成株式会社（三菱ケミカルホールディングスグループ）
〒104-0033 東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル7
http://www.nkchemical.co.jp/
創立：昭和12年／代表取締役社長　中村英輔

木材・合板博物館にご協力いただいている
接着剤メーカー各社（50音順） 図17　接着剤の配合

図18　塗布

図19　水揮散形の場合

図14　吸水性　例

図15　表面状態の調整

図16　表面の状態

特集 『接着剤を知る』　入門編

※本文中で使用した（図２）、（図５）～（図 19）及び（表１）はオーシカ中央研究所からご提供いただいた資料です。
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入
賞
作
品
の
ご
紹
介

【建材の部】

【建材の部】

最優秀賞『メッセージ』　野口 木綿子

【フォト５･７･５の部】

最優秀賞

板
を
焼
く

香
り
は
満
ち
て

紅
葉
山

神
木
に

子
宝
求
め

嫁
集
う

『子宝に恵まれますように』　渡辺 一寿

理事長特別賞特別審査員賞
『アラベスクホール - １』　橘 初雄

「
木
と
合
板
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
６

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
全
国
か
ら

２
２
２
点
（
一
般
の
部
１
０
２
、
建
材
の
部

70
、
フ
ォ
ト
五
七
五
の
部
50
）
の
作
品
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
２
０
１
４
年
８

月
31
日
締
切
）。「
木
」
や
「
合
板
」
と
い
う

テ
ー
マ
は
同
じ
で
す
が
、
作
品
は
ま
す
ま
す

深
み
と
彩
り
を
加
え
て
き
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
11
月
２
日
〜

25
日
の
間
、
新
木
場
タ
ワ
ー
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
、
多
く
の
方
々

に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

の
一
般
投
票
、
プ
ロ
巨
樹
カ
メ
ラ
マ
ン
吉
田

繁
氏
を
特
別
審
査
員
に
お
迎
え
し
て
の
審
査

会
を
経
て
、
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

誌
面
に
限
り
が
あ
り
、
受
賞
作
品
の
全
て
を

ご
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
に
あ
ら
た
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
も
ま
す
ま
す
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品

を
寄
せ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「第6回 木と合板 写真コンテスト」選考結果

「
木
と
合
板
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
，
写
真
の
良
し

悪
し
を
競
う
た
め
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
写
真
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
、
様
々
な
製
品
に
な
っ
て

い
る
木
と
人
間
と
の
関
わ
り
に
目
を
向
け
よ
う
と
始

め
ら
れ
，
今
回
で
第
6
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
回
を

重
ね
る
事
に
、
単
に
木
と
人
と
を
撮
影
し
た
だ
け
と

い
う
事
で
は
な
く
、
そ
こ
に
撮
影
者
と
し
て
の
解
釈

が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
眺
め
て
い
て
飽
き
な
い

写
真
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
の
営
み

と
、
木
と
の
関
係
を
再
認
識
す
る
上
で
、
良
い
機
会

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最近では、こうしたザリガニ釣等と言った遊びを体験する子供もすっかり少なくなり、テレ
ビゲーム等をする子が増えているのは周知の事でしょう。しかし、子供の頃，昆虫取りなど
の体験がその後の人生に大きく影響すると言われています。もちろん，いい意味でです。
主題となる子供を、すこしセンターから外し、木の杭を手前から奥に配置するように画面構
成した事で、画面に流れができています。時の流れもイメージ出来る、気持ちのいいカット
だと思います。

プロ巨樹カメラマンの吉田繁氏（左）

タイトル 氏名（敬称略）
大　　賞 埋まった― 竹中　京一

一般の部
最優秀賞 理想の我が家 小野　早苗
優 秀 賞 青春桜花 太田　誠二
佳　　作 いろりある風景 宮澤　千春
佳　　作 お勉強中 平野　昌子
佳　　作 空中遊泳 山内　佳子

建材の部
最優秀賞 メッセージ 野口木綿子
優 秀 賞 卒園の日 坂谷　専一
佳　　作 温かい日差し 多和　裕二
佳　　作 集落を結ぶ 増田　佽雄
佳　　作 バス待合所 加藤　謹一

フォト５・７・５の部
最優秀賞 子宝に恵まれますように 渡辺　一寿
優 秀 賞 東北の焼板塀 本郷　順司
佳　　作 足元を守る 中村　博志
佳　　作 山居倉庫 坂谷　専一
佳　　作 父の日 井上　　栄

特別賞
理事長特別賞 アラベスクホール―１ 橘　　初雄
特別審査員賞 ひと夏の思い出 忽那　博史
＊理事長特別合板賞につきましては、選考により理事長特別賞となりま
した。

あともう一歩
氏名（敬称略）

世古博久、吉田ゆか、渡邊英木、今井里江子、丹羽賢一、太
田安恵子、今野英人、能登貴子、山口修平、鈴木加奈

【一般の部】【一般の部】

『ひと夏の思い出』
忽那 博史

表彰式を終えて。第6回目の受賞者の皆さん

第
６
回

「
木
と
合
板
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト
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【フォト５･７･５の部】

優秀賞『東北の焼板塀』　本郷 順司
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社
名
の
「
木
材
緑
化
」
は
、
ど
ん
な
事
業
を

指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
ま
す
よ
（
笑
）。
大
ま
か

に
分
類
す
る
と
７
つ
の
基
本
事
業
を
し
て
い
ま

す
。
弊
社
の
会
社
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

森
づ
く
り
は
、
地
域
社
会
づ
く
り
。　

【
植
林
事
業
と
商
材
事
業
】

王
子
グ
ル
ー
プ
は
、
海
外
８
ヶ
国
で
産
業
植

林
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
植
林
木
を
パ
ル
プ
、

チ
ッ
プ
、木
材
製
品
に
加
工
利
用
し
な
が
ら「
森

の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
各
国
か

ら
製
材
商
品
の
輸
入
も
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
の
一
環
で
環
境
植
林
を
し
て
い

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
砂
丘
地
帯
に
植
林
し
、

荒
廃
し
た
大
地
を
潤
す
森
づ
く
り
で
す
。

こ
の
会
社
案
内
の
女
性
モ
デ
ル
は
、
ベ
ト
ナ

ム
現
地
法
人
の
内
勤
社
員
で
す
。
彼
女
が
被
っ

て
い
る
の
は
ベ
ト
ナ
ム
で
ノ
ン
ラ
ー
と
呼
ぶ
伝

統
的
な
箕
笠
で
、
嫌
が
る
本
人
を
何
と
か
説
得

し
て
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
（
笑
）。

か
つ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
米
軍
が
使
用
し
た

枯
葉
剤
の
影
響
で
、
ベ
ト
ナ
ム
は
山
岳
部
の
森

林
資
源
が
大
き
く
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
政
府
は
数
年
前
「
５
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
国

家
造
林
計
画
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
当
初
は

難
し
い
目
標
と
も
思
え
た
の
で
す
が
、
ベ
ト
ナ

ム
で
は
樹
木
の
生
育
が
早
く
、
ア
カ
シ
ア
な
ら

７
年
で
回
収
可
能
で
す
。
最
初
は
全
土
で
70
万

ト
ン
、
１
４
０
万
㎥
だ
っ
た
の
が
、
今
は
そ
の

10
倍
。
チ
ッ
プ
の
価
格
が
上
が
り
、
今
で
は
ベ

ト
ナ
ム
各
地
で
数
多
く
の
チ
ッ
プ
工
場
が
稼
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
活
力
な
の

か
と
感
じ
ま
す
。
日
本
企
業
の
多
く
が
「
チ
ャ

イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
戦
略
」
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
を

選
ぶ
の
も
頷
け
ま
す
。

森
づ
く
り
は
、
資
源
づ
く
り
。

【
林
業
経
営
事
業
】

グ
ル
ー
プ
の
所
有
す
る
社
有
林
は
国
内
で

19
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
日
本
国
内
の
森
林
の
約
１

％
弱
、
大
阪
府
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
す
。
計
画

的
な
森
林
造
成
と
収
穫
を
す
る
こ
と
で
森
林
経

営
の
持
続
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
社
有
林
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
国
有
林
や

民
有
林
で
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
森
林
資
源
は
収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
林
業
は
低
迷
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま

す
。
小
規
模
な
所
有
者
間
の
連
携
や
林
業
機
械

の
導
入
な
ど
で
、
林
業
再
生
に
向
け
た
生
産
性

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
づ
く
り
は
、
暮
ら
し
づ
く
り
。　

【
輸
入
木
材
・
仕
入
販
売
／
住
宅
・
建
築
資
材
販
売
／

チ
ッ
プ
生
産
・
販
売
事
業
】

北
欧
、
北
米
、
中
国
、
南
米
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
材
な
ど
の
直
輸
入
。
各
種
の
製
材
品
を
幅
広

く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
販
売
し
ま
す
。

住
宅
向
け
建
築
資
材
需
要
の
高
ま
り
を
受
け

て
、
北
欧
の
レ
ッ
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
、
ロ

シ
ア
の
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
集
成
材
、
東

南
ア
ジ
ア
や
中
国
の
植
林
木
の
集
成
材
な
ど
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
ウ
ッ
ド
の
開
発
と
商
品
化
を

し
て
い
ま
す
。

チ
ッ
プ
生
産
・
販
売
事
業
は
、
製
材
時
の
残

材
や
間
伐
材
か
ら
間
引
か
れ
た
低
質
材
、
解
体

材
を
全
国
の
工
場
で
チ
ッ
プ
化
し
、
王
子
グ
ル

ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
製
紙
各
社
に
供
給
し
て

い
ま
す
。

森
づ
く
り
は
、
緑
づ
く
り
。

【
緑
化
／
緑
化
資
材
販
売
／
鉱
業
事
業
】

都
市
空
間
の
緑
化
、
自
然
災
害
や
開
発
・
造

成
で
失
わ
れ
た
緑
の
復
元
な
ど
、
緑
化
事
業
を

幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
は
こ

れ
ま
で
の
経
験
と
技
術
の
蓄
積
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
工
法
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
技
術
を
駆

使
し
た
か
た
ち
で
、
雲
仙
普
賢
岳
や
足
尾
銅
山

な
ど
国
の
緑
化
事
業
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
よ
る
荒
廃
や
、
農
薬
利
用
等
に

よ
る
土
壌
の
劣
悪
化
と
い
う
条
件
下
で
、
緑
化

に
は
土
壌
改
良
が
欠
か
せ
な
い
。
弊
社
グ
ル
ー

プ
は
40
年
以
上
の
土
壌
改
良
資
材
の
研
究
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
か
ら
生
ま
れ
た
土

壌
改
良
資
材
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
チ
ッ
プ
化

す
る
前
に
丸
太
の
皮
を
剥
き
ま
す
が
、
そ
の
皮

を
発
酵
さ
せ
て
有
機
肥
料
（
バ
ー
ク
堆
肥
）
を

作
り
ま
す
。
私
（
宮
﨑
顧
問
）
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日

本
バ
ー
ク
堆
肥
協
会
の
会
長
も
し
て
い
ま
す

（
笑
）。

社
有
林
の
地
下
か
ら
、
石
灰
石
、
建
設
・
工

業
資
材
と
な
る
岩
石
を
採
掘
し
供
給
し
て
い
ま

す
。
北
海
道
に
は
鹿
越
、
手
稲
の
２
箇
所
に
鉱

業
所
が
あ
り
ま
す
。

森
づ
く
り
は
、
健
康
づ
く
り
。

【
健
康
関
連
事
業
】

長
年
の
森
林
研
究
か
ら
発
見
さ
れ
た
自
然
の

力
を
、
健
康
補
助
食
品
、
抗
菌
剤
、
化
粧
品
、

医
薬
部
外
品
な
ど
に
製
品
化
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。

特
許
商
品
の
ひ
と
つ
に
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
の
加

工
商
品
が
あ
り
ま
す
。
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
は
免
疫

シ
ス
テ
ム
に
は
た
ら
き
治
癒
力
を
高
め
る
β
│

グ
ル
カ
ン
を
含
み
ま
す
。
難
し
い
と
さ
れ
て
き

た
人
工
栽
培
に
、
王
子
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
森

林
資
源
研
究
所
が
世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し

た
。ユ

ー
カ
リ
エ
キ
ス
は
、
育
毛
・
脱
毛
予
防
、

抗
菌
、
美
白
、
保
湿
作
用
を
も
た
ら
す
成
分
を

含
ん
で
い
ま
す
。
特
許
取
得
商
品
の
育
毛
剤
、

美
容
液
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
王
子
森
の
惠
み
」
は
こ
の
通
販
代
理
店
と

し
て
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
普
及
、
ア
フ
タ
ー

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
は
、
自
然
づ
く
り
。

【
森
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
環
境
へ
の
取
組
み
】

社
有
林
の
生
物
多
様
性
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
幻
の
巨
大
魚
」
と
言
わ
れ
る
絶
滅

危
惧
種
イ
ト
ウ
は
、
北
海
道
だ
け
に
棲
息
し
ま

す
。
こ
の
保
護
と
生
態
系
維
持
の
た
め
に
社
有

林
内
に
２
，
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
環
境
保
護

区
に
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
王
子
の
森
・
自
然
学
校
」
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
森
の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
う
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
山
林
観

察
、
登
山
、
木
登
り
や
川
遊
び
、
キ
ャ
ン
プ
や

紙
漉
き
な
ど
豊
富
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
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森
の
有
効
活
用
と
持
続
化
を
目
指
す
7
つ
の
基
本
事
業

王子木材緑化株式会社
東京支店

「木のまち　新木場」とその周辺エ
リアで、気になる会社、企業、人物、
スポットを紹介する新木場漫歩のコー
ナー。今回は、王子木材緑化株式会
社東京支店をお訪ねしました。同社は
新木場駅から明治通りを挟んだ新木場
1丁目1番1号にあります。緑の樹木帯
に遮られて、駅前からは見えにくいの
ですが、前面壁をガラス張りで設えた
瀟
しょうしゃ

洒な3階建てビルです。さて社名に
掲げる「木材緑化」とは、どんな業態
を指すのでしょうか。
迎えて下さったのは、宮﨑治夫顧問

と早坂俊行取締役東京支店長のお二
人です。

国
内
外
の
総
合
林
産
業
の
未
来
を
射
程
す
る

国
内
外
の
総
合
林
産
業
の
未
来
を
射
程
す
る

│
森
の
資
源
を
社
会
に
環
流
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

│
森
の
資
源
を
社
会
に
環
流
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

内部の木質部材が、ガラス張りの前面壁を透して見える瀟洒なつくりの社屋。

国
内
外
の
総
合
林
産
業
の
未
来
を
射
程
す
る

│
森
の
資
源
を
社
会
に
環
流
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業



海
外
事
業
は
当
地
の
制
度
や
文
化
の
違
い
も
あ

っ
て
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

国
産
材
自
給
率
50
％
へ
の

課
題
と
、新
た
な
兆
し

│
国
産
材
自
給
率
50
％
を
め
ざ
す
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促

進
法
が
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
民
間
最
大
の
森

林
所
有
者
と
し
て
、
私
ど
も
も
こ
の
風
に
の
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。
資
源
を
持
ち
な
が
ら
活
用

で
き
ず
、
輸
入
材
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
林

業
そ
の
も
の
が
疲
弊
し
て
い
る
現
状
を
打
開
す

る
施
策
で
す
。
実
現
に
は
困
難
が
伴
う
と
思
い

ま
す
が
、
国
の
補
助
金
な
ど
国
産
材
を
使
う
よ

う
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
制
度
を
駆
使
し
て
、
描

か
れ
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
近
づ
く
よ
う
に
し
た

い
。公

共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
施
行
の
イ

ン
パ
ク
ト
は
建
築
士
さ
ん
た
ち
に
も
及
ん
で
い

ま
す
。
大
学
で
木
材
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

な
か
っ
た
建
築
士
さ
ん
た
ち
の
間
で
も
木
材
の

勉
強
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
社
会
資
本

の
木
質
化
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
化
し
地
球
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
な
く
、
林
業
の
再
生
に

結
び
つ
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
い
か
に
国
産
材
を
ロ
ー
コ
ス

ト
で
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
が
課
題

で
し
ょ
う
。
わ
が
国
の
国
産
材
丸
太
の
流
通
形

態
は
、少
し
づ
つ
変
わ
っ
て
き
て
も
い
ま
す
が
、

海
外
に
比
べ
た
ら
ま
だ
幼
い
レ
ベ
ル
で
す
。
集

約
し
て
供
給
で
き
る
体
制
が
作
ら
れ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
林
業
の
実
際
は
小
規
模
所
有

者
が
多
く
、
北
欧
の
よ
う
に
大
量
に
扱
う
流
通

シ
ス
テ
ム
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
林
業
の
コ
ス

ト
削
減
と
流
通
形
態
の
改
革
、
こ
れ
が
も
っ
と

ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
化
し
な
い
と
難
し
い
の
で

は
。
こ
の
二
つ
が
ま
さ
に
課
題
で
し
ょ
う
。

日
本
の
木
材
産
業
全
体
の
現
状
も
そ
う
で
す

が
、
弊
社
東
京
支
店
の
木
材
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
門
も
圧
倒
的
に
輸
入
材
の
扱
い
が
大
き
い
の

が
現
実
で
す
。

こ
の
１
〜
２
年
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
現
れ
た
変

化
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
海
外
へ
の
輸

出
ビ
ジ
ネ
ス
が
太
く
な
っ
て
き
た
こ
と
。
昨
年

の
丸
太
輸
出
は
20
万
㎥
で
し
た
が
、
今
年
は

50
万
㎥
ベ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
九
州
が

先
行
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は
各
地
か
ら

輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
手
国
は
中
国
、韓
国
、

台
湾
な
ど
。韓
国
は
主
に
ヒ
ノ
キ
で
住
宅
利
用
、

中
国
の
利
用
目
的
は
多
彩
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
へ
の
チ
ッ

プ
需
要
の
拡
大
で
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
需
要
の
拡

大
は
、
木
材
資
源
を
く
ま
な
く
使
い
尽
く
す
と

い
う
カ
ス
ケ
ー
ド
型
利
用
に
道
を
拓
く
も
の
で

歓
迎
し
て
い
ま
す
。
弊
社
で
も
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
部
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
を
本
社
に
設
置
し
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
工
場
を
北
海
道

の
江
別
市
、
静
岡
県
の
富
士
市
、
宮
崎
県
の
日

南
市
に
つ
く
り
ま
す
。
所
沢
市
と
日
向
市
の
二

つ
の
チ
ッ
プ
工
場
も
原
料
供
給
致
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
木
材
産
業
の

未
来
へ

│
東
京
支
店
は
７
つ
の
基
本
事
業
の
う
ち
何
を
主
な
業
務
に
…
…

新
木
場
の
東
京
支
店
は
現
在
社
員
25
人
で
、

木
材
の
商
販
、
緑
化
、
健
康
関
連
事
業
を
主
に

し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
本
社
に
あ
っ
た
セ
ク
シ

ョ
ン
で
す
。
国
内
エ
リ
ア
と
し
て
は
新
潟
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
場
、
所
沢
チ
ッ
プ
工
場
な
ど
、

静
岡
か
ら
青
森
ま
で
の
範
囲
を
統
括
し
て
い
ま

す
。
関
東
、
東
北
は
社
有
林
の
面
積
は
比
較
的

少
な
く
、
盛
岡
営
業
所
が
管
理
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

王
子
木
材
緑
化
㈱
が
発
足
し
た
の
は

２
０
０
３
年
で
、社
歴
は
10
年
ち
ょ
っ
と
で
す
。

企
業
合
併
を
重
ね
る
か
た
ち
で
今
に
至
り
ま
し

た
。
製
紙
業
を
中
心
と
す
る
王
子
製
紙
グ
ル
ー

プ
内
の
、
そ
れ
ぞ
れ
別
会
社
で
あ
っ
た
「
山
を

見
て
い
る
」
緑
化
部
門
、
川
下
に
あ
た
る
木
材

商
販
部
門
と
が
一
緒
に
な
っ
た
の
が
弊
社
で

す
。今

の
日
本
の
木
材
産
業
は
、
山
は
山
、
製
材

は
製
材
、
商
販
は
商
販
に
分
か
れ
た
か
た
ち
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
王
子
製
紙
グ
ル
ー
プ
の
前

史
も
こ
れ
と
同
じ
で
し
た
。
分
断
さ
れ
て
い
た

も
の
を
一
つ
に
し
、
一
つ
の
会
社
で
さ
ま
ざ
ま

な
関
連
事
業
を
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
経
験

を
重
ね
、
総
合
的
に
木
材
産
業
を
支
え
る
人
材

を
育
て
て
い
き
た
い
。
今
の
木
材
産
業
界
で
は

希
少
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
私
た
ち
の
世
代
は
一
部
門
に
特
化
し
た
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
川

上
か
ら
川
下
ま
で
を
見
通
せ
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
新
入
社
員
を

一
人
、
木
材
・
合
板
博
物
館
さ
ん
の
ウ
ッ
ド
マ

ス
タ
ー
（
基
礎
）
講
習
会
を
受
講
さ
せ
ま
し
た
。

あ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
よ
く
出
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

北
欧
な
ど
海
外
で
は
、
広
い
森
林
を
有
し
、

規
模
の
大
き
な
加
工
、
そ
し
て
流
通
と
を
一
貫

さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
ま
す
。
今
の

日
本
が
及
ば
な
い
の
は
そ
こ
で
は
な
い
か
。
今

は
小
さ
く
て
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
内
外
を
通
じ
た
豊

か
な
総
合
林
産
業
が
、
私
た
ち
の
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材

育
成
は
急
務
で
す
。

て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
と
し
て
環
境
省
が
始

め
た
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
（
Ｊ
│

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
に
よ
っ
て
、
社
有
林
内
の
「
森
林
吸

収
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
認
証
さ
れ
、
こ
の
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

│
特
に
力
を
注
い
で
い
る
事
業
は
？

７
つ
の
基
本
事
業
の
う
ち
、
ど
れ
に
力
を
入

れ
る
か
と
い
う
よ
り
、「
社
有
林
の
資
源
と
し

て
の
有
効
活
用
と
持
続
化
」が
弊
社
の
基
本
で
、

企
業
コ
ン
セ
プ
ト
も
こ
れ
に
尽
き
る
と
言
え
ま

す
。木

を
植
え
、
こ
れ
を
収
穫
し
て
製
紙
用
の
チ

ッ
プ
に
し
ま
す
が
、木
材
利
用
を
よ
り
幅
広
く
、

よ
り
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
方
途
を
追
求
し
ま

す
。
例
え
ば
ス
ギ
は
そ
の
全
部
を
チ
ッ
プ
に
す

る
必
要
は
な
く
、
チ
ッ
プ
に
使
う
の
は
地
上
高

の
高
い
小
径
部
分
、
根
本
の
太
い
長
径
部
分
は

合
板
や
集
成
材
に
使
う
方
が
効
率
的
で
す
。
そ

う
な
る
と
、
植
林
事
業
を
し
て
い
る
海
外
に
も

製
材
工
場
を
設
け
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
わ

が
国
の
輸
入
木
材
は
天
然
林
が
多
い
の
で
す

が
、
弊
社
グ
ル
ー
プ
は
植
林
木
の
活
用
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の

輸
入
材
ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ
ン
の
角
材
は
植
林
木

で
す
。
ユ
ー
カ
リ
や
ア
カ
シ
ア
は
生
育
も
早
く

製
紙
用
パ
ル
プ
に
向
い
た
樹
種
で
す
が
、
同
じ

よ
う
に
活
用
す
る
と
な
れ
ば
、
現
地
に
も
生
産

工
場
が
必
要
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
に
多
く
拠
点

を
集
中
さ
せ
て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
近
い
と
い
う
地
の
利
も
あ
り
ま
す
。私（
宮

﨑
顧
問
）
も
ベ
ト
ナ
ム
に
３
年
赴
任
し
、
現
地

法
人
の
経
営
に
関
わ
り
ま
し
た
。
赴
任
先
の
ク

イ
ニ
ョ
ン
は
田
舎
で
何
も
な
く
、
仕
事
の
他
に

す
る
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）。
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《
後
記
》

　

新
木
場
駅
前
で
「
王
子
木
材
緑
化
」
の
社

名
を
見
る
た
び
、
ど
ん
な
会
社
な
の
か
と
関

心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
は
、

国
内
外
に
47
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
社
有
林
を
持

つ
王
子
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
、
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
お
話
で
し
た
。
長
年
、
広
大
な
森
を

運
営
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
は
、
ま
だ
ま
だ

大
き
な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
時
間
で
し
た
。

　

木
材
・
合
板
博
物
館
の
ウ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー

（
基
礎
）
講
習
会
の
メ
ニ
ュ
ー
を
良
く
で
き

て
い
る
と
評
価
い
た
だ
い
た
こ
と
は
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。（
中
級
）
講
習
会
の
開
催
は

今
度
は
2
回
目
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
充
実
し

た
内
容
を
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

（
博
物
館
ス
タ
ッ
フ　

長
谷
川
麻
紀
）

王子木材緑化㈱の沿革
1927年　王子製紙㈱と大陸木材㈱が共同出資し日露木材㈱を設立
1965年　日露木材㈱を王子木材㈱に改称
1998年　（緑化グループの統合）
　　　　王子緑化㈱、本州木材㈱、坂本木材㈱、㈱北王が合併し王子木材工業㈱に改称
1999年　王子木材工業㈱が本州産業㈱の木材部門（旧本州木材㈱）の商権を継承
2003年　王子木材工業㈱と王子緑化㈱が合併し、王子木材緑化㈱が発足

くったくのないお話ぶりの宮﨑顧問

■アジアに展開する植林事業と木材加工事業

早坂支店長


